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【「
人
格
の
完
成
」？
】

　
教
育
基
本
法
第
一
条
に
、
教
育
の
目
的
と
し
て
「
人
格
の
完

成
を
め
ざ
し
」
と
あ
り
ま
す
。

　
戦
後
教
育
の
出
発
と
な
っ
た
「
新
教
育
指
針
」
は
、
の
ち
に

コ
ア
連
を
つ
く
る
生
活
教
育
の
先
輩
、
石
山
脩
平
が
中
心
に
取

り
ま
と
め
ま
し
た
が
、
こ
の
時
は
、「
人
格
の
完
成
」

の
字
句
は
あ
る
も
の
の
、
人
格
、
人
間
性
、
個
性
と

三
つ
並
べ
て
検
討
し
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
人
格

は
尊
重
す
る
も
の
、
人
間
性
は
伸
び
る
も
の
と
意
識

さ
れ
て
い
た
と
読
め
ま
す
。

　
こ
れ
が
、
教
育
基
本
法
で
「
人
格
の
完
成
」
と
な

る
ま
で
に
は
、
様
々
な
議
論
、
大
き
く
は
、
東
京
大

学
系
（
赤
門
派
）
と
非
東
大
系
の
対
立
が
あ
り
ま
し

た
。
コ
ア
連
を
つ
く
っ
た
先
輩
た
ち
は
、
非
東
大
系

で
、
さ
ら
に
は
茗
渓
派
と
呼
ば
れ
た
旧
東
京
教
育
大

学
系
と
い
え
そ
う
で
す
。「
人
格
の
完
成
」
は
東
京
大
学
系
の

主
張
で
、
田
中
耕
太
郎
、
田
中
二
郎
、
南
原
繁
ら
が
リ
ー
ド
し

ま
し
た
。
一
時
的
に
「
人
間
性
の
開
発
」
が
対
案
に
な
り
ま
す

が
、
敗
北
し
ま
す
。

　
文
部
省
『
教
育
基
本
法
の
解
説
』
で
は
、「
人
間
性
の
開

発
」
の
意
味
を
盛
り
込
む
こ
と
で
少
し
挽
回
し
ま
す
。

　
問
題
は
、〈
完
成
〉
の
考
え
方
で
す
。
ま
ず
、
人
間
が
動
物

と
〈
切
断
〉
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
人
格
が
完
成
す
る
こ
と
は
な

い
の
で
、
こ
れ
は
、
人
間
と
〈
切
断
〉
さ
れ
た
領
域
、
す
な
わ

ち
、〈
人
間
を
《
超
越
》
す
る
存
在
〉
を
設
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
こ
の
〈
超
越
の
場
所
〉
は
、
神
、
民
族
精
神
、
徳

目
な
ど
の
居
場
所
と
な
り
ま
す
。
東
大
系
の
人
た
ち

が
、
新
渡
戸
稲
造
の
教
え
子
、
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス

ト
教
無
教
会
派
の
内
村
鑑
三
の
弟
子
筋
に
あ
た
る
こ

と
、
ま
た
教
育
勅
語
以
上
に
儒
教
的
解
釈
が
可
能
で

あ
る
こ
と
の
意
味
が
見
え
て
き
ま
す
。

　
生
活
教
育
で
は
、〈
未
熟
で
あ
る
こ
と
〉
を
そ
の

ま
ま
積
極
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。
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